
Ｐ
２
～
５
　
特
集
 に

し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会
 設

立

Ｐ
６
～
８
　
｢プ

ラ
｣
の
分
別
 再

点
検

　
　
　
　
　
　
も
っ
と
分
別
、
し
っ
か
り
分
別

Ｐ
９
　
　
　
新
任
 自

治
区
長
に
聞
く

「
よ
い
し
ょ
、よ

い
し
ょ
」と

、力
を
一
つ
に
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４月22日、新たに『にしあいづ観光交流協会』が発足しました。

宿泊、運輸、飲食、小売業などと、すそ野が広い総合産業といわれる「観光」。

交流人口の増加による消費や雇用の拡大に加え、

誘客を通じた魅力的な地域づくりにも期待は高まっています。

今月は、にしあいづ観光交流協会の役員に就いた２人に取材しました。

　今、首都圏などから子どもや若者が
町を訪れ、農業や農村の暮らし、自然
などの体験、さらに町民の皆さんとの
交流活動が始まっています。

町を訪れ、田植え体験に
挑戦する子どもたち

にしあいづ観光交流協会設立
特集

にしあいづ観光交流協会設立
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
伴
う
風
評
被
害
は
依
然
と
し
て

続
い
て
お
り
、
ま
た
、
観
光
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
中
、
観
光
推
進
体
制

の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
と
観
光
関
係
団

体
で
は
、「
①
観
光
窓
口
の
一
元

化
」「
②
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
」

「
③
観
光
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や

人
脈
の
蓄
積
」
を
目
的
に
、
平
成

24
年
か
ら
観
光
協
会
組
織
の
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
の
結
果
、
自
然
を

は
じ
め
、温
泉
、景
観
、歴
史
、文

化
、食
、人
な
ど
町
内
の
豊
富
な

資
源
を
最
大
限
に
生
か
す
と
と
も

に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地

域
お
こ
し
な
ど
の
取
り
組
み
と
も

連
携
し
、観
光
振
興
、地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
町
観
光

協
会
」｢
大
山
ま
つ
り
実
行
委
員

会｣
｢

西
会
津
元
気
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会｣
の
３
団
体
を
統

合
し
、
民
間
主
導
型
の
新
た
な
組

織
と
し
て『
に
し
あ
い
づ
観
光
交

流
協
会
』を
設
立
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

新
た
な
観
光
交
流

協
会
の
事
務
局
業
務

は
、株
式
会
社
西
会

津
町
振
興
公
社
が
受

託
し
、民
間
な
ら
で

は
の
発
想
と
行
動

力
、さ
ら
に
旅
行
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
攻
め
の
観
光
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
交
流
協
会
は
、観
光
振
興
、

霊
地
観
光
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、物
産
事
業
の
４
部
会
で
構
成

し
、各
部
会
が
連
携
し
て
交
流
人

口
拡
大
は
も
と
よ
り
、広
く
地
域

振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。具
体
的
に
観
光
振
興

部
会
で
は
、来
春
の｢

ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

な
ど
に
向
け
た
観
光
客

受
け
入
れ
体
制
整
備
、観
光
ガ
イ

ド
養
成
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
、観
光
ク
ル
ー
の
選
考
・
配
置
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み

ま
す
。
霊
地
観
光
部
会
で
は
、大

山
袛
神
社
、鳥
追
観
音
の
み
な
ら

ず
史
跡
、歴
史
、文
化
を
生
か
し
年

間
を
通
し
た
誘
客
を
図
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
で
は
、

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
加
え
、

農
家
民
泊
を
推
進
し
、首
都
圏
と

の
交
流
を
拡
大
し
ま
す
。物
産
事

業
部
会
で
は
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
物
産
販
売
、観
光
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、

新
た
な
特
産
品
や
地
域
グ
ル
メ

開
発
に
も
努
め
ま
す
。

２０１２(平成２４)年

５月16日＝町観光協会 定例総会
　　　　　[組織見直しを確認]
８月～翌１月＝ 観光協会役員による

見直し検討会[４回]
２０１３(平成２５)年

４月24日＝町観光協会 定例総会
４月26日＝大山まつり実行委員会
　　　　　定例総会
５月20日＝ 西会津元気グリーンツー

リズム協議会 定例総会
　　※ 各総会で新組織設立に向

け準備を進めることを確認
８月７日＝先進地視察研修
12月16日＝大山まつり実行委員会
　　　　　解散総会
12月25日＝ 町観光協会設立準備

会を設置[３団体代表で構成]
　　　　　第１回設立準備会
２０１４(平成２６)年

１月16日＝第２回設立準備会
２月６日＝第３回設立準備会
２月18日＝会員募集開始
２月24日＝第４回設立準備会
３月18日＝第５回設立準備会
３月19日＝ 西会津元気グリーンツー

リズム協議会 解散総会
４月９日＝第６回設立準備会
４月14日＝町観光協会 解散総会
４月22日＝ にしあいづ観光交流協

会 設立総会

経過

組織図

観光振興部会

●観光ガイド養成
●各種PR･情報発信
●二次交通対策
●観光クルー選考等

霊地観光部会

●大山まつり事業
●�大山袛神社･鳥追
観音周辺振興

●歴史文化等のＰＲ

グリーンツーリズム部会

●体験ツアーの実施
●宿泊学習受け入れ
●農家民泊の推進
●都市部等との交流

物産事業部会

●物産販売事業
●�イベントなどでの
物産販売支援

●特産品等の開発

にしあいづ観光交流協会 【事務所】 町役場･商工観光課内
            ☎４５－２２１３

私たちが、にしあいづ観光交流協会スタッフです。
　

生
ま
れ
育
っ
た
西
会
津
町
の 

魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
。

高
たかはま

浜 有
ゆう

真
ま

さん
10町内出身

　

協
会
の
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
観
光
振
興
に
力
を
尽
く
し
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 工
たくみ

  美
み わ

和さん 
会津若松市出身

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
観

光
や
地
域
お
こ
し
を
通
し
て
元

気
な
町
に
し
て
い
く
所
存
で
す
。

事務局長
渡
わたなべ

部 芳
よしひさ

久さん
会津若松市出身

　写真＝４月22日に開
かれた｢にしあいづ観
光交流協会｣設立総会
で、組織の名称、会則、
役員、事業計画などが
決定しました

民
間
の
発
想
、
行
動
力
で

�
攻
め
の
観
光
を
展
開
す
る

新組織の設立趣旨

コンセプトは｢観光｣＋｢グリーンツーリズム｣＋｢物産｣
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中
野･

大
久
保
で
は
、
６
月
の
大

山
衹
神
社
例
大
祭
期
間
以
外
に
も
足

を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
、
中
野
区
む

ら
お
こ
し
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

５
月
と
10
月
に
神
社
本
社
ま
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
旧
正
月
の
二
年
参
り
に
合
わ
せ

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
わ
り
な

が
ら
漠
然
と
で
す
が
、
神
社
周
辺
に

西
会
津
に
し
か
な
い
よ
う
な
景
観
を

つ
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
ま
す
。
大
山
衹
神
社
、
如

法
寺
鳥
追
観
音
と
い
う
町
を
代
表
す

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
西
平
、
中

野
、
大
久
保
か
ら
少
し
で
も
元
気
を

発
信
で
き
る
よ
う
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

沢
の
商
店
街
、
大
久
保
に

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、

町
の
観
光
を
盛
り
上
げ
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
に
し
あ
い
づ

観
光
交
流
協
会
の
理
事
に
就
き
ま
し

た
。

　

30
歳
の
と
き
、
家
業
で
あ
る
土
産

品
販
売･

飲
食
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決

め
、
生
ま
れ
育
っ
た
古
里
、
水
が
お

い
し
い
西
会
津
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
町
内
の
観
光
産
業
は
、
経

営
者
の
高
齢
化
、
加
え
て
震
災
後
の

消
費
者
意
識
の
変
化
に
よ
る
観
光
客

減
少
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
観
光
推
進
体

制
の
強
化
を
目
的
と
し
た
観
光
交
流

協
会
の
設
立
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
新
組
織
が
立
ち
上

が
っ
た
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
だ

と
思
い
ま
す
。

　

西
会
津
に
は
個
性
的
で
面
白
い
人

材
が
多
く
、
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー

ロ
ー
「
丞

し
ょ
う

神じ
ん

デ
ナ
ー
」
に
よ
る
観
光

･

物
産
Ｐ
Ｒ
、
ご
当
地
グ
ル
メ
味
噌

ラ
ー
メ
ン
を
は
じ
め
、
知
恵
を
絞
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
町
の
強
み
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

に
し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会
は
、

人
材
や
、
こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
、
そ
し
て
今
ま
で
町
観
光
協
会
、

大
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
西
会
津

元
気
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

が
実
施
し
て
き
た
活
動
が
相
互
に
連

動
す
る
よ
う
機
能
し
て
い
く
必
要
が

野

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、神
社
仏
閣
の
参
拝
者
が
、

農
家
民
宿
に
宿
泊
し
、
農
村
で
の
体

験
交
流
を
楽
し
む
、
逆
に
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
西
会
津
を
訪
れ
た

人
た
ち
に
神
社
仏
閣
を
参
拝
し
て
も

ら
う
と
い
っ
た
よ
う
に
、
観
光
交
流

協
会
が
連
携
を
創
り
出
し
、さ
ら
に
、

年
間
を
通
し
た
誘
客
策
を
考
え
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
に

も
協
会
内
に
設
け
ら
れ
た
観
光
振
興
、

霊
地
観
光
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

物
産
事
業
の
４
部
会
の
連
携
強
化
が

欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
機
会
が

な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

分
野
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や
連
携
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　大山衹神社本社までの参道を散策する大山衹
神社｢秋の例祭･紅葉ウォーキング｣(中野区むら
おこし実行委員会主催、平成25年10月）

｢観光｣｢グリーンツーリズム｣

｢物産｣の連携を強化し、

誘客を促進

清野   航さん［大久保]

せいの・わたる

にしあいづ観光交流協会 理事

1ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ
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山
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、

町
観
光
協
会
事
業
部
会
に

携
わ
っ
て
き
た
関
係
で
、

新
し
い
観
光
協
会
設
立
に
向
け
、
町

観
光
協
会
、
大
山
ま
つ
り
実
行
委
員

会
、
西
会
津
元
気
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
の
３
団
体
の
代
表
で
組

織
さ
れ
た
観
光
協
会
設
立
準
備
会
に

加
わ
り
、
昨
年
12
月
か
ら
約
10
人
で

新
組
織
の
検
討
作
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
４
月
ま
で
６
回
の
検
討
を
重

ね
、
４
月
22
日
、
に
し
あ
い
づ
観
光

交
流
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
設
立

総
会
で
会
長
に
選
任
さ
れ
、２
年
間
、

代
表
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
あ
ら

た
め
て
そ
の
責
任
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

準
備
会
で
は
、
統
合
す
る
３
団
体

が
一
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
同
じ

思
い
や
目
標
を
共
有
で
き
る
組
織
づ

く
り
、
横
の
つ
な
が
り
の
強
化
を
意

識
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
統
合
は
観
光
振
興
に
向

け
た
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
３
団
体
が

個
別
に
行
っ
て
き
た
観
光
Ｐ
Ｒ
、
情
報

発
信
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

効
果
的･

効
率
的
な
宣
伝
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
最
大

の
使
命
と
し
て
、
霊
地
観
光
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
家
民
泊
、

イ
ベ
ン
ト
、
物
産
販
売
な
ど
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
誘
客
、
町
内
周
遊
化

と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
３

団
体
の
活
動
、
商
品
を
つ
な
ぎ
、
相

大

乗
効
果
を
生
み
出
し
、
一
層
の
誘
客

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
レ
ジ
ャ
ー
の
形
態
が
個

人
や
グ
ル
ー
プ
型
に
変
わ
り
、志
向
も

自
然
、健
康
、学
習
な
ど
と
多
様
化
す

る
中
、こ
ち
ら
か
ら
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
、旅
行
代
理
店
な
ど
に
、ど
ん
ど

ん
足
を
運
び
、大
山
ま
つ
り
の
み
な
ら

ず
、幅
広
い
営
業
宣
伝
活
動
を
展
開
す

る
計
画
で
す
。特
に
、観
光
関
連
団
体

や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
理
解
と
支

援
を
い
た
だ
き
、町
が
一
丸
と
な
っ
た

オ
ー
ル
西
会
津
の
態
勢
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
訪
者
に
町
内
を
巡
っ

て
も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
町
商

工
会
を
は
じ
め
、
地
域
お
こ
し
に
取

り
組
む
集
落
な
ど
と
も
連
携
し
た
企

画
づ
く
り
、
情
報
発
信
な
ど
の
役
割

を
担
い
、
町
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
組
織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
３
団
体
の
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
し
っ
か
り
と
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
が
当
面
の
目
標
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
度
は
、
町
の
支
援
の
も
と
、
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
「
に
し
あ
い
づ

観
光
ク
ル
ー
」
の
選
考･

配
置
、
総

合
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

さ
ら
に
、
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

案
内
、
説
明
す
る
観
光
ガ
イ
ド
の
養

成
も
新
た
に
行
う
予
定
で
す
。

　

何
げ
な
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の

で
も
観
光
資
源
に
な
り
得
る
時
代
で
、

企
画
や
販
売
方
法
の
工
夫
に
よ
っ
て

集
客
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。一
度
、

西
会
津
に
来
て
も
ら
っ
て
、
再
び
訪

れ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

一
つ
一
つ
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　町役場北庁舎の玄関に「にしあいづ観光
交流協会事務所」の看板を掲げる伊藤町長
と清水会長(４月23日)

2ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

｢オール西会津｣で観光ＰＲ

交流人口の拡大を使命に、

攻めの観光振興を展開

清水 幹久さん［９町内１]

しみず・もとひさ

にしあいづ観光交流協会 会長

特
集にしあいづ観光交流協会設立にしあいづ観光交流協会設立
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庭
か
ら
出
る
「
ご
み
」
の
お
よ

そ
６
割
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
度
１
年
間
で
38
㌧

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
収

集
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
の
は
約
75
㌫
の

28
㌧
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
か
っ

た
理
由
は
、
７
ペ
ー
ジ
「
不
適
合

例
」
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
中
に
、
缶
や
紙
容
器
、

燃
え
る
ご
み
な
ど
の
混
入
、
ま
た
、

汚
れ
が
付
い
た
ま
ま
出
さ
れ
た
も
の

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
な
か
っ
た
10
㌧

は
、
分
別
収
集
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
燃
え
る
ご
み
や
、
燃
え
な
い
ご

み
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、

分
別
が
難
し
い
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。 家

▲果物ネットや袋▲卵･野菜･菓子などのパック ▲菓子･パンなどの袋、ラベル

▲弁当･惣菜の容器 ▲惣菜･食材の容器(色付き) ▲ボトル、チューブ、カップ

【注意】ポンプノズルは対象外

もっと分別､しっかり分別もっと分別､しっかり分別
｢プラスチック製

容器包装｣とは？

　本ページ下の「　 マー

クが付いた容器・包装の

例」の写真のような弁当・

惣菜の容器をはじめ、パッ

ク、袋、ラベル、ボトルな

ど、中のものを使い切ると

不要になるプラスチック製

の容器・包装のことをいい

ます。

　  　マークが目印です。

パンの袋 乳飲料容器
　 マークの表示例

　 マークが付いた容器･包装の例(必ず汚れを取り除いてください)
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　廃棄物の不法投棄は法律で禁止されています。不法投
棄は地下水を汚染するなど環境に悪影響を及ぼします。
不法投棄をなくし、地球環境を守りましょう。６月は｢不法投棄防止強調月間｣

　
　

 

で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
ご
み

袋
を
町
独
自
の
デ
ザ
イ
ン

に
新
し
く
し
ま
す
。

　

変
更
す
る
の
は
、「
も
え
る
ゴ

ミ
専
用
袋(

赤
文
字)｣

と｢

も
え

な
い
ゴ
ミ
専
用
袋(

青
文
字)｣

で
、
現
在
の
ご
み
袋
が
な
く
な

り
次
第
切
り
替
え
ま
す
。

町
　
　

 

近
、
燃
え
な
い
ご
み
の
収

集
日
に
、
鉄
く
ず
、
波
ト

タ
ン
な
ど
の
粗
大
ご
み
、
肥
料

袋
、
塩
ビ
管
と
い
っ
た
農
業
廃

棄
物
が
一
般
の
収
集
場
所
に
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
く
ず
な
ど
は
６
月
に
行
う

粗
大
ご
み
収
集
の
際
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
農
業
廃
棄
物
は
家

庭
用
で
あ
っ
て
も
産
業
廃
棄
物

の
た
め
町
で
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。
購
入
店
な
ど
に
処
分
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

最

粗
大
ご
み
、
農
業
廃
棄
物

一般の収集場所には、

� 出さないでください

農業資材のビニールマル
チは産業廃棄物です

ごみ袋が、
� 変わります。

■問い合わせ先
 町民税務課 ☎45－2215

写真は新しいデザイン
（もえるゴミ専用袋）

▲紙容器の混入

▲農業用肥料ビニール混入▲汚れ付着、燃えるごみの混入 ▲多重袋で排出、ごみの混入

▲ガス缶の混入 ▲空き缶の混入

の分別再点検の分別再点検
以下の理由で、リサイクルできませんでした「不適合例」

写真提供＝喜多方地方広域市町村圏組合 環境センター山都工場
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日
常
生
活
の
中
で
非
常
に
多
く
出

て
く
る
「
プ
ラ
」
の
マ
ー
ク
が
付
い

た
「
ご
み
」
。

こ
の
「
プ
ラ
」

マ
ー
ク
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
分
別

で
す
が
、
特
に

食
品
の
容
器
包
装
は
、
ど
う
し
て
も

汚
れ
を
落
と
す
の
が
面
倒
な
た
め
、

つ
い
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
油
が
付
着
し
た
ト
レ
イ

や
納
豆
な
ど
の
容
器
は
、
洗
っ
て
、

乾
か
し
て
か
ら
出
す
と
い
っ
た
よ
う

に
本
当
に
厄
介
で
す
。
し
か
し
資
源

に
な
る
物
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

ま
た
、
町
の
ご
み
処
理
費
を
減
ら
す

た
め
に
も
一
人
一
人
の
気
配
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
が
大
切
で
す
。

　

ク
リ
ー
ン
推
進
員
に
な
っ
て
５
年

ほ
ど
た
ち
ま
し
た
。
私
自
身
、
推
進

員
に
な
っ
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
い
い

か
げ
ん
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
験
か
ら
正
し
い
分
別
方

法
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
各
世
帯
を
訪
問
し
分
別

表
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

人
間
関
係
で
、
担
当
を
続
け
ら
れ

る
か
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
し
、
困
っ
て
ほ
か
の
自

治
区
の
推
進
員
さ
ん
に
相

談
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
、
分
別
方

法
な
ど
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

大
変
残
念
な
こ
と
で
す

が
、
最
近
、
私
が
担
当
す

る
収
集
場
所
で
、
普
段
の

ご
み
収
集
で
は
集
め
な
い

粗
大
ご
み
が
出
さ
れ
る
こ

と
が
続
い
た
た
め
、
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
、
収
納
庫
に
鍵
を
か
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

推
進
員
と
し

て
、
出
さ
れ
た

ご
み
が
収
集
さ

れ
ず
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
残
っ

て
い
た
り
、
ご
み
の
出
し
方
が
よ
く

な
い
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
悔
し

く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
豊
か
で
、

温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
こ

の
西
会
津
を
、
ご
み
の
無
い
き
れ
い

な
町
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

クリーン推進員

松
ま つ く ら

倉 文
ふ み

子
こ

さん[上野尻]

写真は森野自治区で開催した出前講座

■町役場　町民税務課　☎４５－２２１５
■喜多方地方広域市町村圏組合
　環境センター山都工場  
　　　　　　☎０２４１－３８－３００５

　

分
か
り
に
く
い
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
分
別
に
つ
い
て
も
詳
し

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
申
し
込

み
が
あ
っ
た
自
治
区
の
集

会
所
な
ど
に
山
都
工
場
の

担
当
者
、
町
職
員
が
出
向

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
開
催
を
希
望
す

る
場
合
、
ま
た
は
、
ご
み

に
関
し
て
お
困
り
の
場
合

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
の
で
、
町
民

税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　

 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

「
ご
み
」
を
処
理
す
る

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合･

環
境
セ
ン
タ
ー

山
都
工
場
で
は
、
ご
み
の

分
別
に
関
す
る
出
前
講
座

を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

分
別
方
法
が
よ
く
分
か

ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
こ

う
い
っ
た
「
ご
み
」
は
ど

こ
に
出
せ
ば
い
い
の
か
と

い
っ
た
疑
問
に
お
答
え

し
、「
ご
み
」
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。

各

開催してみませんか出前講座

INTERVIEW

一
人
一
人
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
で
変
え
ら
れ
ま
す

自
然
豊
か
な�

こ
の
西
会
津
を

ご
み
の
無
い
、き
れ
い
な
町
に
し
た
い

の分別再点検
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宮
野
か
ら
、
さ
ゆ
り
が
丘
に
転
居

し
15
年
目
に
な
り
、
４
月
か
ら
初
め

て
自
治
区
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。２
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、

ま
だ
慣
れ
ず
、
各
世
帯
へ
の
配
布
物

の
仕
分
け
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
多
く
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
さ
ゆ
り
が
丘
は
現
在

47
戸
。
住
民
は
、
町
内
外
は
も
と
よ

り
県
外
、
首
都
圏
か
ら
引
っ
越
し
て

き
た
方
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

自
治
区
が
発
足
し
た
ば
か
り
で
集

会
所
が
無
か
っ
た
当
時
は
、
公
園
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
、
花
見
や

夏
祭
り
、運
動
会
の
反
省
会
な
ど
を

開
催
し
、親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
自
治
区
行
事
へ
の

参
加
者
が
少
な
く
な
り
、
残
念
な
が

ら
中
止
に
な
っ
た
行
事
も
あ
り
ま
す
。

当
自
治
区
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集

ま
る
い
わ
ば
「
る
つ
ぼ
」
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
あ
い
さ
つ
な
ど
を
き
っ

か
け
に
互
い
の
絆
を
深
め
、そ
し
て
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
り
、

時
に
は
議
論
し
た
り
し
な
が
ら
、
楽

し
く
、
笑
い
合
っ
て
暮
ら
せ
る
自
治

区
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の

よ
う
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、自
治
区
行
事
を
復
活
さ
せ
て
、

互
い
に
支
え
合
う
大
き
な
家
族
の
よ

う
な
自
治
区
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
こ
う
し
た
集
落
の
歴
史
、

伝
統
行
事
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
自
治
区
で
は
農
道
の
砂
利

敷
き
、
堰せ

き

上
げ
と
い
っ
た
道
路
の
維

持
管
理
作
業
、
花
壇
作
り
な
ど
を
で

き
る
人
が
集
ま
っ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
集
落
を
離
れ
た
方
の

倒
木
処
理
も
自
治
区
で
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
み
若
者
が
少
な
く

な
る
中
で
、
こ
う
し
た
活
動
も
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
な
が
り
の
深
い
屋
敷
、
楢
木

平
集
落
と
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
し
、
３
集
落
で
の
収
穫
祭
や
、
そ

ば
打
ち
講
習
会
が
実
現
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
区
長
の
推
薦
、
自
治
区
の
皆
さ

ん
の
同
意
を
得
て
、
４
月
か
ら
区
長

に
就
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
先
輩
の
区
長
が
長

い
間
、
自
治
区
を
ま
と
め
て
き
た
、

そ
の
良
い
流
れ
を
止
め
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

熊
沢
集
落
は
、
過
去
に
は
30
軒
以

上
を
数
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
19
軒

の
屋
敷
地
区
の
一
番
奥
に
あ
る
集
落

で
す
。

　

熊
沢
に
は
、
白
山
神
社
の
ほ
か
、

不
動
様
の
祭
礼
、
ま
た
、
熊
沢
に
追

わ
れ
て
来
た
と
い
わ
れ
る
「
お
ん
ば

様
」
の
伝
説
な
ど
が
残
り
、
昔
は
熊

沢
を
訪
れ
る
参
拝
客
も
あ
り
ま
し
た
。

▲代表で委嘱状を受け取る鈴木文雄さん

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ １

長
は せ

谷川
がわ

  正
ただし

 さん

さゆりが丘 自治区長

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ ２

佐
さ

 藤
とう

  勘
かん

 一
いち

 さん

熊沢 自治区長

　今年度の自治区長会議は４月23日に公民館で開かれ、本年４月から新たに
自治区長に就いた29名代表の鈴木文雄さん(上原10町内)に伊藤町長が委嘱状
を手渡しました。会議では、自治区と町役場をつなぐ橋渡し役として活動す
る自治区長の皆さんに伊藤町長が最近の町政の概要を説明し、理解と協力を
お願いしました。今月は、４月から初めて自治区長を務める２人に伺いました。

新任 自治区長に聞く

行
事
を
復
活
さ
せ
、
み
ん
な
で

支
え
合
っ
て
暮
ら
せ
る
自
治
区
づ
く
り

歴
史･

伝
統
を
守
り
、取
り
組
み
を
継
続

近
隣
の
自
治
区
と
も
連
携
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　長年にわたり民生･児童委員として地域社会の福祉向
上に尽力し、昨年11月30日に委員を退任した堀江恭子さ
ん(宝川)、長谷川才吉さん(戸中)が厚生労働大臣特別表
彰および全国民生児童委員連合会長表彰を受賞し、同じ
く全国民生児童委員連合会長表彰を津川春子さん(杉山)
が受賞しました。堀江さんは20年、長谷川さんと津川さ
んは15年間、町民の皆さんの生活や福祉全般の相談･援
助活動を行ってきました。表彰伝達式は、４月28日に町
役場で行われ、伊藤町長、町民生児童委員協議会の伊藤
哲雄会長から３人に表彰状が贈られました。[写真＝左
から津川さん、長谷川さん、堀江さん]

　４月26、27日、西会津国際芸術村では、ちょうど見ご
ろを迎えた桜をライトアップしました。芸術村関係者や
地元の有志が桜や新郷の自然の素晴らしさを発信しよう
と今回初めて桜のライトアップを企画し、実施しました。
関係者らは当日に備え試験点灯も行いました。26日は、午
後６時になると青空がオレンジ色に変わり、敷地内の約
20灯のライトが一斉に点灯されました。日が沈み、薄暗く
なってくると、満開のピンクの桜、ひらひらと舞う花びら
までをライトが照らし、幻想的に映し出しました。来場者
は、ゆっくり散策し、夜桜をカメラに収めるなど、静寂の
中で咲き誇る夜桜、星空を眺めて春の夜を堪能しました。

　五十嵐巖
いわお

さん(宝川)が高齢者叙勲 瑞宝双光章を受章
しました。伝達式は５月７日、町役場で行われ、伊藤町
長が五十嵐さんに勲記と勲章を伝達しました。
　五十嵐さんは昭和20年から教員として、教科指導をは
じめ、生徒指導、教育環境の整備･充実に努め、義務教
育の充実発展に貢献しました。在職中は尾野本小学校長
を歴任し、町内小学校の教科指導研究推進により地域教
育力向上に尽力しました。また退職後、昭和62年12月か
ら平成７年12月まで五十嵐さんは町教育委員会委員を務
め、町内中学校４校統合に関する研究にも力を尽くしま
した。[写真＝巖さん(中央)と妻の光子さん(左)]

　小屋カタクリ鑑賞会が４月19日、奥川･小屋のカタク
リ群生地で開かれ、大勢の山野草ファンやカメラマンが
カタクリの愛らしい姿を一目見ようと会場を訪れまし
た。小屋自治区（矢部隆一自治区長）では、自生するカ
タクリを活用して地域おこしができないか住民みんなで
考え、昨年、この鑑賞会を始めました。
　来場者は、ウグイスの鳴き声、雪解け水が勢いよく流
れる音、風の音を聞きながら、片道約20分の散策路を
ゆっくり往復し、かれんに咲く薄紫色のカタクリを鑑賞
しました。来場者には地元の皆さんが心を込めて作った
なめこ汁が振る舞われました。

長年の功績たたえ 厚労大臣特別表彰等を伝達

国際芸術村で桜をライトアップ

五十嵐巖さん｢瑞宝双光章｣受章

斜面一帯に咲く かれんなカタクリを鑑賞
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虫
歯
は
予
防
が
大
切

　

甘
い
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
、
ま
た
、
歯

磨
き
を
し
な
か
っ
た
り
す
る
と
虫
歯
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

虫
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
後
の
歯
磨

き
な
ど
、
虫
歯
に
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
大
人
が
き
ち

ん
と
か
か
わ
り
、
虫
歯
予
防
の
た
め
、
家
族
み

ん
な
で
口
の
健
康
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

歯
が
支
え
る
元
気
な
生
活

　

健
康
な
歯
を
保
ち
、
自
分
の
歯
で
し
っ
か
り

噛か

ん
で
食
事
を
取
る
こ
と
は
、
全
身
に
さ
ま
ざ

ま
な
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

　

◆
生
活
習
慣
病
に
な
り
に
く
い

　

◆
運
動
能
力
を
高
く
保
て
る

　

◆
認
知
症
に
な
り
に
く
い

　

◆
視
聴
覚
の
衰
え
が
少
な
い 

な
ど
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
標
と
す
る
８
０
２
０

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
、
歯
や
歯
ぐ
き
だ
け
で
は

な
く
、
舌
や
上
あ
ご
な
ど
を
含
む
口
の
中
全
体

の
清
掃
、
入
れ
歯
等
の
手
入
れ
、
歯
肉
な
ど
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
そ
し
ゃ
く
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
と

い
っ
た｢

口こ
う
く
う腔
ケ
ア｣

を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
生
活
を
続
け
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て

家
族
で
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、
点
検
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

口
腔
ケ
ア
で
、
次
の
よ
う
な
「
こ
・
う
・

く
・
う
・
け
・
あ
」
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　

 ｢

口
臭
予
防｣

＝
口
臭
の
９
割
は
虫

歯
、
歯
周
病
な
ど
や
、
歯し
こ
う垢
（
細

菌
の
か
た
ま
り)

、
歯
石
と
い
っ

た
汚
れ
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
腔
清

掃
に
よ
っ
て
口
臭
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　
　
　

 ｢

薄
味
で
お
い
し
く｣

＝
舌
や
上
あ

ご
な
ど
に
は｢

味み
ら
い蕾｣

と
い
う
味
を

感
じ
る
セ
ン
サ
ー
が
あ
り
ま
す
。

口
の
中
が
汚
れ
て
い
る
と
、
味
蕾
が
き
ち
ん

と
機
能
せ
ず
、
味
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
、
自
然
に
薄

い
味
付
け
で
も
お
い
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
　
　
　

 ｢

苦
し
い
む
せ

4

4

を
改
善｣

＝｢

む
せ

る｣

の
は
、
食
べ
物
や
水
分
が
気

管
に
入
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
体
の

防
御
反
応
で
、
健
康
な
人
で
も
起
こ
し
ま
す
。

気
管
と
食
道
に
は
、
ふ
た
が
あ
り
、
飲
食
物

が
気
管
に
入
ら
な
い
よ
う
機
能
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ふ
た
を
閉
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

わ
な
い
と
き
、
飲
食
物
が
気
管
に
入
り
、
む

せ
る
反
応
が
起
き
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る

に
は
、
舌
、
ほ
お
、
く
ち
び
る
な
ど
を
動
か

し
、
口
腔
機
能
を
維
持
・
向
上
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こうく

　
　
　
　

 ｢

う
が
い
力
ア
ッ
プ｣

＝｢

う
が
い｣

は
口
の
中
の
汚
れ
を
洗
い
流
す
ほ

か
、
口
の
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
う
が
い
を
す
る
こ
と
で
、

く
ち
び
る
を
し
っ
か
り
閉
じ
る
た
め
の
筋
肉
、

ほ
お
の
筋
肉
な
ど
が
鍛
え
ら
れ
、
食
べ
こ
ぼ

し
予
防
や
、
す
て
き
な
表
情
を
つ
く
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　

 ｢

健
康
な
体
を
つ
く
る｣

＝
口
の
衛

生
は
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
　
　
　

歯
周
病
菌
が
歯
肉
か
ら
血
管
に

入
っ
て
、
血
管
の
内
壁
に
堆た
い
せ
き積
物
を
つ
く
り
、

血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な
っ
て
、
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
、
歯
周
病
治
療
で

糖
尿
病
が
改
善
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
口
の
清
潔
は
、
肺
炎
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

 ｢

明
る
い
笑
顔｣

＝
口
腔
ケ
ア
に

よ
っ
て
口
の
中
が
快
適
に
な
り
、

ま
た
口
の
周
り
の
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ

る
た
め
、
声
が
出
や
す
い
、
表
情
が
豊
か
に

な
る
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

口
を
動
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
顔
の
血
行
が

良
く
な
り
ま
す
。

うけあ

いい効果が、いっぱい『口腔ケア』

　

町
で
は
、
県
内
、
会
津
管
内
に
比
べ
て
子
ど
も
の
虫
歯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
今
年
２
月
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
保
育
士
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、

会
津
保
健
所
職
員
な
ど
歯
科
保
健
の
関
係
者
に
よ
る
検
討
会(

左
写
真)

を
開
催
し
、
虫
歯

の
な
い
町
に
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

幼児の虫歯予防に向けた対策の検討会

始
め
よ
う 

 

歯･

歯
ぐ
き
磨
き
か
ら
『
健
口
づ
く
り
』

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

始
め
よ
う 

 

歯･

歯
ぐ
き
磨
き
か
ら
『
健け

ん
こ
う口

づ
く
り
』

「
く
ち
」の
健
康
に
注
目

　

①
食
べ
た
ら
歯
を
磨
く

　

②
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

　

③
年
に
一
度
は
歯
科
健
診

　

家
族
そ
ろ
っ
て
健
口
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
町
で
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
歯
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実践！健口づくり



さ
ん
は
食
事
の
と
き
、
一
口
何
回
噛

ん
で
い
ま
す
か
。
よ
く
噛
む
こ
と
は

胃
腸
の
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、

体
に
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
一
口
30
回
以
上
噛

ん
で
食
べ
る
「
噛
ミ
ン
グ
30(

カ
ミ
ン
グ
サ
ン
マ

ル)

」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
歯
、
口
を
使
う

食
べ
方
を
通
じ
て
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

噛
む
こ
と
に
よ
る
効
果

　

◆
肥
満
予
防
＝
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、
満

腹
感
を
得
ら
れ
る
た
め
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
肥
満
予
防
で
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

◆
唾だ

液え
き

の
分
泌
を
促
す
＝
唾
液
は
、
口
の
中

の
細
菌
を
洗
い
流
し
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防

す
る
ほ
か
、
唾
液
に
含
ま
れ
る
消
化
酵
素
が
消

化
吸
収
を
助
け
ま
す
。
さ
ら
に
味
覚
が
敏
感
に

な
り
、
味
を
よ
く
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

◆
脳
の
働
き
が
活
発
に
＝
脳
の
血
流
が
ア
ッ

プ
し
、
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
反
射

神
経
、
記
憶
力
、
集
中
力
、
判
断
力
な
ど
が
高

ま
り
、
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

◆
表
情
が
い
き
い
き
＝
表
情
筋
が
鍛
え
ら
れ
、

表
情
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　

◆
運
動
能
力
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
＝
思
い
切
り

走
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
す
る
と
き
は
、

歯
を
食
い
し
ば
り
ま
す
。
丈
夫
な
歯
を
つ
く
る

こ
と
で
強
い
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆

材
料
（
４
人
分
）

　

米 

２
合

　

切
り
干
し
大
根(

生
干
し) 

30
ｇ

　

ひ
じ
き 

７
ｇ

　

し
ら
す
干
し 

30
ｇ

　

に
ん
じ
ん  

30
ｇ            

　

昆
布 

 

５
㎝

　

酒 

大
さ
じ
２

　

し
ょ
う
ゆ 

大
さ
じ
２

作
り
方

　

 

①
切
り
干
し
大
根
は
、
も
み
洗
い

し
、
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
る
。

ひ
じ
き
は
水
で
戻
す
。
に
ん
じ
ん

は
千
切
り
に
す
る
。

　

 

②
と
い
だ
米
と
①
を
炊
飯
器
に
入

れ
る
。
少
し
多
め
の
水
加
減
に
す

る
。
そ
こ
に
昆
布
を
入
れ
る
。

　

�

③
②
に
、
し
ら
す
干
し
を
加
え
て

炊
く
。

　

 

④
炊
き
上
が
っ
た
ら
昆
布
を
取
り

出
し
、
千
切
り
に
し
て
混
ぜ
て
出

来
上
が
り
。

　

 

※
ご
ま
を
掛
け
る
と
、
さ
ら
に
風

味
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

12

噛
か

むほどに

おいしい

炊き込み

ご飯

し
っ
か
り
噛
ん
で
、味
わ
う

「
食
べ
方
」
と
「
食
材
」
見
直
す

シ
リ
ー
ズ

●
よ
く
噛
ん
で
『
健け

ん
こ
う口

』
づ
く
り

チャレンジ！！

切り干し大根の風味、しらすと昆布のうま味が特徴の一品

歯ごたえ楽しめる ごちそう主食
調理時間 
約80分

11

魚 介 類 するめ、煮干し、小魚、桜エビ、海藻類(昆布、ひじき)、貝類
根 菜 類 ゴボウ、レンコン、たけのこ、にんじん、大根
葉物野菜 ホウレン草、小松菜、春菊
果 物 りんご、梨
芋･豆類 サツマ芋(干し芋)、大豆、インゲン豆、枝豆
乾 物 切り干し大根、かんぴょう、凍み豆腐
ナッツ類 ごま、ピーナッツ、アーモンド、くるみ

①噛むことにつながる歯ごたえがある下記の食材を加える歯を丈夫にする食生活

プラス

② 時間を決めて
食べる

③ 食べ終えたら
歯を磨く



1313

　
　

 

民
館
の
各
講
座
・
教
室
が
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

人
気
の
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は

４
月
26
日
に
開
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
４

年
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
、
児
童
の
体

力
向
上
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選
手
育
成
を

目
的
に
、
町
体
育
協
会
と
町
公
民
館
が
共

同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
開

始
以
来
、
年
々
受
講
者
が
増
え
、
今
年
度

は
34
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
月
２
回
程
度
土
曜
日
に
、
さ
ゆ

り
公
園
多
目
的
広
場
な
ど
で
開
催
し
て
お

り
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
の
遊
び
を
交
え
な
が

ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
会
津
若
松
市
、

会
津
坂
下
町
な
ど
の
近
隣
で
開
か
れ
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
も
出
場
す
る
予
定
で
、
練

習
の
成
果
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は
、

随
時
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
走
る

こ
と
が
苦
手
で
も
小
学
４
年
か
ら
６
年
生

で
あ
れ
ば
受
講
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

申
込･

問
い
合
わ
せ
先

 

町
公
民
館　

☎
45
―
３
２
４
４

公

　
　

 

涯
学
習
発
表
会
実
行
委
員
会
で
は
、

５
月
10
、
11
日
の
両
日
、
町
公
民
館

で
「
春
の
野
草
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
野
草
会
の
共
催
、
町
公
民
館
の
後
援
。

　

会
場
に
は
、
開
花
し
た
状
態
を
な
か
な

か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
ト
ガ
ク

シ
シ
ョ
ウ
マ
」
や
「
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」

を
は
じ
め
、
昨
年
を
上
回
る
１
８
６
点
の

野
草
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
、
鉢
に
凝
縮

し
た
可か
れ
ん憐
な
自
然
の
美
が
来
場
者
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
町
内
外
か
ら
１
６
０
人
の
山

野
草
愛
好
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
来

場
者
は
一
点
一
点
に
足
を
止
め
熱
心
に
観

賞
し
ま
し
た
。

生

可憐な草花が来場者を魅了
開
花
し
た
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク

薄紫の花を咲かせるトガクシショウマ

熱心に観賞する来場者、遠くは新潟市からも

公民館だより

教
室･

講
座

　  
順
次
ス
タ
ー
ト

キッズランニングが大人気。

春
の
野
草
展
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佐藤  健吾さん ［上野尻］
 さ  とう　　けん　ご

石川  健さん（５月号から）メッセージ

これからも仲良くよろしくね! !  互いにポンプ車操法訓練と仕事に頑張ろう。

いしかわ  たけし

あなたの趣味は？
　筋力トレーニング、野球

特技は？
　バク転と電気工事

熱中していることは？
　８月の大会に向けたポンプ
車操法訓練、週１回練習中

自分を一言で表現するとしたら？
　元気な電気屋さん

最近感動したことは？
　草野球シーズンの開幕

あなたのモットーは？
　挫折しないためには、やり
続けることだ

これからやってみたいことは？
　ゴルフ、電子工作

次の方を紹介してください
　Ｋ・Ｓさん（９町内１）

６ 2014
June

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は、３年・ソフトボール部

部長の古川史歩さんです。

わたしの夢――
 「わたしは将来、気遣いができ
る優しい大人になりたいです。
今年４月の修学旅行で東京へ行
き、班行動で電車に乗り移動し
ていたとき、空いている座席が
無く、わたしだけ座れませんで
した。すると、ある男性が席を
立って譲ってくれました。この
体験を通して、見ず知らずの他人に席を譲ってくれた、その男性の
ような気遣いができる優しい大人になりたいと思いました｣

努力していること――
 「気遣うことには、とても勇気がいると思うので、まずは地域の人
たちとかかわって、少しでも人見知りを直そうと思います｣

最後に未来の自分に一言――
 「目指す大人になるためには、たくさんの苦労があると思いますが、
めげずに頑張ってください」

し　ほ

大
切
な
も
の
は
？

　
『
高
校
野
球
３
年
間
の
思
い
出
の

品
。夏
の
甲
子
園
福
島
県
大
会
で
は

場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
ま
し
た
』
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地域おこし協力隊員紹介

町議会臨時会報告

まちの人口  ～５月１日現在～　(前月比)
　　人　口 　　７，２００人　　（－１９人）
　　　男 　　　３，４４７人　　（－　８人）
　　　女 　　　３，７５３人　　（－１１人）
　　世　帯 　　２，７６９世帯　（±　０世帯)

戸籍の窓口  ～４月受付分～ 〈敬称略〉

お悔やみ申し上げます
齋　藤　ミヨ子（78）　周　造　 妻 　９町内２
山　口　シゲノ（93）　康　夫　 母 　下小屋
齋　藤　フチノ（99）　博　之　 母 　堀　越
伊　藤　昭　夫（86）　重美子　 夫 　西　原
渡　部　春　枝（79）　尅　委　 妻 　森　野
須　藤　フ　ミ（90）　雅　克　 祖母 　萱　本
長谷川　清　次（69）　哲　也　 父 　松　尾
佐　藤　ツヨノ（91）　三　郎　 母 　下小島
佐　藤　誠　一（57）　久　司　 兄 　西　林
青　津　博　光（63）　照　雄　 兄 　縄　沢
江　川　年　興（87）　峯　子　 夫 　上野尻
豊　島　静　也（76）　徳　裕　 父 　徳　沢
齋　藤　千　代（98）　壽　郎　 叔母 　熊　沢
佐　藤　武　美（75）　広　悦　 父 　滝　坂
猪　俣　葊　喜（91）　英　男　 父 　小　山
小　椋　作　男（69）　さか子　 夫 　弥平四郎

こちら西会津交番ですこちら西会津交番です

町議会臨時会報告
　５月13日に町議会臨時会が開かれ、次の２議
案が原案のとおり可決されました。

  可決された議案  

⃝ 平成26年度町一般会計補正予算（第２次）＝ 
250万４千円を増額。町消防団が福島民友新
聞社表彰(民友旗表彰)を受賞するにあたり､
受賞記念事業実行委員会への補助金として記
念事業に係る経費を計上。

◦ 財産の取得＝各種送迎などで使用する小型バ
ス２台の老朽による更新。

地域おこし協力隊員紹介

横
よこやま

山  萌
もえ

美
み

さん
神奈川県鎌倉市出身

任期:平成26年５月１日～
 平成27年３月31日

　町では、地域おこし活動の支援や農林業の応援、
住民の生活支援など地域協力活動に従事する｢地
域おこし協力隊｣の隊員に横山萌美さんを委嘱し
ました。横山さんは、グリーンツーリズム体験プロ
グラムの企画立案や、にしあいづ観光交流協会の
支援といった観光分野の業務にあたります。

　４月の人事異動により西会津交番、奥川駐在所に
着任された皆さんを紹介します。

大
おおたけ

竹　拓
たく

実
み

 巡査
西会津交番  野沢担当
本宮市出身  平成元年生まれ
　西会津交番では毎日勉強させ
ていただいています。警察官に
なり３年目の若輩者ですが、町

の皆さんの力になれるよう精いっぱい頑張ります。

長
は せ

谷川
がわ

　哲
てつ

 巡査部長
西会津交番  群岡･新郷担当

金山町出身  昭和54年生まれ
　歴史、風土、人のぬくもりあ
ふれる西会津町で、地域に密着
した活動を通して、事件、事故
の無い町を目指します。

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

後
ご

藤
とう

　正
まさ

樹
き

 巡査部長
奥川駐在所  奥川担当
いわき市出身  昭和38年生まれ
　奥川地区は高齢化率が高いこ
とから、巡回や各種活動を通じ
て、なりすまし詐欺被害防止、

交通事故防止活動にあたり、皆さんの安心・安全
のため努力していきたいと思います。



西会津中が大健闘

2 0 1 4（平成 2 6 年）

　現校庭では最後になる
西会津小学校運動会が５
月24日に開かれ、児童の
歓声が青空に響きました。
子どもたちは「声出せ 汗出
せ 力出せ 空まで届け その思い」をスローガンに校庭を思い
切り駆け回りました。３、４年生は紅白綱引きで「よいしょ、よ
いしょ」と、大きな掛け声で力を一つに綱を引き合いました。

６

西会津中が大健闘
　耶麻管内中学校体育大会陸上競技大会が５月13日、さゆり公
園で開かれ、管内10校から約500人が参加しました。競技開始
前には小雨がぱらついていましたが、選手や応援団の熱気が雨
雲を吹き飛ばしました。選手の皆さんは、仲間の力強い応援を
背に、自己ベスト記録更新を目指して全力で競技していました。


